
在校時における地震・津波対応マニュアル

管理職 教 師 児 童
地震発生

・的確な指示。 ・机の下にもぐり、机の脚を

・安心させるよう声をかける。 しっかり持つ。

・火を消す。ガスの元栓を閉め、 安全確保 ・頭部を保護し、姿勢を低くする。

電気のコンセントを抜く。 【その場で】 ・危険性なる物から離れる。

（ ゆ れ が お さ ま る ）

全校避難の指示 ・的確な指示、的確な誘導 避難誘導 ・津波を予想し安全な場所へ

・校内放送 （ハンドマイク・引き渡しカード・ラジオ・出席簿） 避難

・ハンドマイク ・配慮を要する児童への対応 第 一 次 避 難 ・頭部を保護しながら避難

・避難経路・避難場所の安全確認 【市木神社へ】

津波予報を確認 津 波 予 報 の 確 認
（テレビ等)

・人数と安否確認 安全確認・避難誘導
・周囲の状況把握

・状況により第２次避難準備 ・負傷者がいる場合は助け合う。

教育委員会等報告 ・人数と安否確認 第 二 次 避 難
・負傷者の確認と応急手当 【神社の奥の山へ】

（医療機関への連絡）

・児童の不安緩和 安全確認

学 校 災 害 対 策 本 部 設 置

※役割分担に従って行動開始

・津波予報や交通機関等の 被害状況把握
状況を確認（情報収集）

・施設の被害状況調査

・安全確認、危険箇所の立

ち入り禁止措置 校区の状況把握 ・保護者に情報提供

下校等の判断
・帰宅か保護か。
・集団下校か引き渡し ・集団下校の場合は地区別 ・地区別に集団下校をする。

か。 に引率する。 保護者へ連絡
・あらかじめ定めた連絡方法 ・連絡網による保護者への

で時間、場所等を知らせる。 連絡

・保護者不在の児童への配慮

・引き渡しカードにより引き渡す。 保護者への引き渡し ・保護者とともに帰宅する。

・連絡が付かない児童は ・保護者と連絡が付かない場

そのまま待機させる。 合は学校で待機継続

教育委員会への連絡 保護の継続
外部との対応 ・連絡の努力をする。 (連絡がつかない場合)

避 難 所 運 営 の 支 援 ・ 学 校 再 会 へ の 準 備

◆引き渡し実施上の留意点◆
○ 引き渡した教職員、引き取った保護者がともにカードに確認の署名を行う。
○ 保護者の迎えが遅くなっている児童の精神的ケアに努める。

・保護者が引き取りに学校へ


